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■ 知的基盤とは

研究者の研究開発活動、広く経済社会活動を安定的かつ効果的に支える、以下の４つのもの。

① 研究用材料

例：生物遺伝資源（ヒト幹細胞等）、新材料（生体適合性新材料等）

② 計量標準

例：物理標準（長さ、質量、時間、電気量等）、標準物質（濃度等）

③ 計測・分析・試験・評価方法及びそれらに係る先端的機器

例：生物・生態の計測方法・機器（ﾀﾝﾊﾟｸ質構造の解析）、材料・物質の計測方法・機器（材料物性の試験評価）

④ 上記①～③に関連するデータベース

■ 計量標準とは

物差しの目盛りが物差し毎に異なっていると、計量・計測値の信頼性に疑問が生じることとなる。このため、科学的に
信頼性のある計量・計測を行うには、共通の計量・計測ルールを持つとともに、標準となる物差しを決めることが必要不
可欠となる（これを計量標準という）。

この標準となる物差し（計量標準）を用いて、それぞれの物差しと比較することにより、科学的信頼性のある計量・計
測が可能となり、ひいては、国民生活の安心・安全の確保や、国内外における経済社会活動を安定的かつ効果的に支
えることが可能となる。

知的基盤整備の推進
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■ 「知的基盤整備計画」における２０１０年の戦略目標及び現在の状況

① 研究用材料 ②計量標準

③ 計測方法・計測機器

④ 上記①～③に関連するデータベース

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進
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約３万約３４，６００動物細胞（株数）

約６０万

約９万

約３４万７千

約９万９千

植物遺伝資源

・作物遺伝資源

・シロイヌナズナ

約４千

（マウス胚：約２４万）

約３，０５０

（マウス胚：約６万５千）

動物

（マウス、系統数）

約６０万約２９万微生物（株数）

２０１０年の目標２００４年

約２５０種１８４種標準物質

約２５０種１７９種物理標準

２０１０年の目標２００４年

国際競争力があり最高
水準の性能を有するも
のの供給を可能とする

海外に多くを依存してい
る

ライフサイエンス分
野の計測方法・機
器

２０１０年の目標２００４年

2005年までにインターネットを通じて流通利用する仕組み

を構築

2002年度末にインターネットを通じて提供・実証実

験を行った

地理情報ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（GIS）

約４，５００約１０，８００化学物質の安全性ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（ﾃﾞｰﾀ数）

約１，８００，０００約１，１５０，０００材料物性データベース

２００５年までにタンパク質全ファミリー構造（約10,000～
12,000種類）の1/3以上

タンパク３０００プロジェクトによるPDB登録９７０
（H16.5現在）

タンパク質構造の解析データに関するデー
タベース（データ数）

・20万分の１地質図幅全124図幅の整備とｼｰﾑﾚｽ化

・5万分の１地質図幅全1274図幅中956図幅の整備と地

質情報ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ化

・20万分の１地質図幅 105図幅

・5万分の１地質図幅 921図幅

地質ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

体型等が時代とともに変化することを踏まえて、基本的な
寸法データの更新を推進

男女34,000人の178項目の寸法データと3次元画像

データ
人間特性データベース

DDBJに１年間に登録された塩基配列データ数：
6000Mbps

DDBJにH15.10～H16.19に登録された塩基配列
データ数：1040Mbps

ゲノム配列等のデータベース（塩基対数）

２０１０年の目標２００４年

「知的基盤整備計画（答申）のフォローアップと見直し」（2004年11月）より



■ 知的基盤整備の日米比較
我が国における知的基盤の整備は米国に比較して大きく遅れており（表１、２）、今後、我が国オリジナル
な技術の開発が促進され、国際市場を獲得していくためには、効率的な研究開発を支援する知的基盤
の整備に加え、その研究開発成果の価値を評価するための評価分析手法とともに、計量標準（物理標
準、標準物質）の整備が必要。このため、戦略的な知的基盤整備に取り組んでいくことが重要。

表１ 知的基盤整備の日米比較

表2 知的基盤（計量標準）整備体制の日米比較（２００４年度）

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進
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ＡＴＣＣ約７８，０００株約４０，０００
（（独）製品評価技術基盤機構）

生物資源整備
中核機関の規模

生物資源保存

約２５０種１８４種類標準物質

約３００種１７９種類物理標準

米 国 （２００１年）日 本 （２００４年）

約７７０百万ドル約８０億円予 算

約３，０００人約２７０人職 員 数

米 国
National Institute of Standards 

and Technology (NIST)

日 本
（独）産業技術総合研究所

計量標準総合センター（NMIJ)

経済産業省産業技術環境局知的基盤課より



■ 知的基盤整備のための各省庁の取り組みの事例（生物遺伝資源、計量標準）

○文部科学省「ナショナルバイオリソースプロジェクト（平成１４年度開始）」において、バイオリソースのうち、国が戦略的
に整備することが重要なものについての体系的な収集・保存・提供等を行うための体制整備を推進している。
①中核的拠点整備プログラム：１４機関、２４リソース
②情報センター整備プログラム：情報・システム研究機構国立遺伝学研究所

○厚生労働省・国立医薬品食品衛生研究所「細胞バンク事業」において、培養細胞の収集・品質管理・分譲を開始し、
毎年約５０種を目標に新規資源の収集を行う。 また、「薬用植物資源保存供給事業」において、薬用植物資源２５０種
（前年比増減なし）２,６００株（同、増減なし）を収集・同定・保存・分譲している。

○農林水産省・独立行政法人農業生物資源研究所「ジーンバンク事業」において、植物２３万点（前年比増減なし）、動
物８９６点（同、増減なし）、微生物２.０万株（同、増減なし）、ＤＮＡ２３.１万点（同、７.８万点増）を収集保存、提供してお
り、新たにゲノム情報を活用したコアコレクションの作成、公開に関する事業を加えた。

○農林水産省林野庁・独立行政法人林木育種センター「森林・林業に関するジーンバンク事業」において、林木遺伝資
源の探索・収集、保存を推進し、林木２９,０００点（前年比１,０００点増）を保存している。

○農林水産省水産庁・独立行政法人水産総合研究センター「水産生物の遺伝資源保存事業」において、遺伝資源の収
集・保存を推進し、アマノリ類９７点、コンブ類 ６７点、その他の大型海草類７４点、微細藻類５１点、微生物類１,５６２
点を保存している。また、通常と異なる性質を示す水生生物１７点を遺伝子抽出が可能なアルコール固定し保存して
いる。

○経済産業省・独立行政法人製品評価技術基盤機構（生物遺伝資源部門）において、欧米並み（２０１０年までに１０万
の生物遺伝資源）に生物遺伝資源を整備することを目指し、２００５年までに約５万の有用微生物等、微生物を中心と
した生物遺伝資源の探索、収集、分離、同定、保存、提供に取り組んでいる。

○環境省・独立行政法人国立環境研究所「環境微生物、試験用生物の整備」において、環境微生物、試験用生物の収
集・保存・提供に取り組み、環境微生物１,４００株を保存している。

○経済産業省・独立行政法人産業技術総合研究所（計量標準総合センター）において、欧米並み（２０１０年までに物理
標準２５０種類程度、標準物質２５０種類程度）に計量標準を整備することを目指している。

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進
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■ 知的基盤整備のための各省庁の取り組み
（計測・分析・試験・評価方法及びそれらに係る先端的機器）

○文部科学省「先端計測分析技術・機器開発プロジェクト（平成１６年度開始）」において、先端的な計測方法・機器の開発を
進めている。その実施方針を決定する 「先端計測分析技術・機器開発小委員会」においては、計測分析技術・機器に関

する、次期基本計画を見据えた政策の方向性について以下のようにまとめている。（平成１６年１２月）

（計測分析技術・機器の重要性・必要性）
１．世界最先端の研究データや独自の研究データは、独創的で超高精度な計測分析技術・機器から生み出されるもので、真

に革新的な最先端の研究開発の推進に当っては世界最高水準の技術・機器が不可欠である。

（現状・課題）
２．我が国の計測分析技術・機器においては、電子顕微鏡やＸ線回折装置等、国内市場におけるシェアが高く、国際的にも

高く評価され広く利用されているものもある。他方、研究開発の進展が早い先端分野、特にライフサイエンス分野において
は、計測分析機器の外国企業のシェアが大きく（「キャピラリータイプのＤＮＡシーケンサ」では９９％）、多大な研究費が海
外企業の計測分析機器購入のために海外流出しているのが現状である（分野によっては研究費の６～７割）。

３．かかる現状の背景には、我が国の国産機器は一部の要素に優れているものの、全体としてのシステム性能は海外の機
器より劣っていることがあり、今後とも、前処理、試薬類、データハンドリング等を含めたシステム全体の観点から、操作性、
信頼性等を含め世界最高水準にまで改善していかなくてはならない。

（戦略的開発と実用化に向けた取組み）
４．これら問題に対応していくため、平成１６年度から、我が国オリジナルで世界最高水準の計測分析機器・技術を目指した

産学官連携開発事業が開始されている。当面は右事業を通じ、引き続き戦略性を強化し、トータルで独創的な機器・技術
開発に取り組むこととするが、今後は特に重点分野の研究者（ユーザー）との連携を強化する等実用化を念頭において進
めることが重要である。

（異分野協力と中核的機関）
５．革新的な計測分析機器・技術は、異分野間の相互協力と相乗効果により生み出され（計測装置化技術とコンピューター

情報技術の融合等）、新しい研究分野を切り開く役割を果たすことがある。また、先に述べたようなシステム全体の視点か
らの取組み、研究者とメーカーによる一体的な協力体制が必要である。そのためには、異分野の産学官関係者が「計測
分析機器・技術に関する中核的機関」において関連技術・情報を蓄積・共有しながら、機器・技術の開発・事業化に取り組
むことが効果的である。このような中核的機関においては、計測分析機器・技術分野の人材育成機関としての機能も期待
される。

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進
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• 知的基盤のための十分な人材が確保されている大学は５％、公的研究機関では２８％にとどまってい
る。

• 研究者の業績評価において、知的基盤整備についての評価項目を設けている又は検討中の大学は２
２％、公的研究機関においても３５％にとどまっている。

• 知的基盤整備に携わる専門人材に対する評価方法について、取り入れている又は検討中の大学、公
的研究機関は、いずれも２６％。

知的基盤整備のための人材の確保

11 3

3

7

26

51

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研究機関

大学

確保されている
確保されていない

検討中

専門人材に対する評価方法

7

1

3

15

29

45

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研究機関

大学

検討中取り入れている
取り入れていない

業績評価における知的基盤整備の評価項目

9

1

4

12

21

46

4

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研究機関

大学

検討中設けている 設けていない その他

「知的基盤にかかる体制構築についてのアンケート」（2004年11月実施）より

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進

■体制の構築（研究者･技術者の評価）
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利用者の意見・ニーズの反映

22

9

8

9

9

43

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研究機関

大学

反映させている 検討中 反映させていない

利用者の意見・ニーズを把握する機会

24

12

3

7

11

41

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研究機関

大学

検討中 設けていない設けている

• 利用者の意見・ニーズを把握する機会を設けているのは、公的研究機関で６３％、大学で２０％。

• 利用者の意見・ニーズについて、知的基盤整備に反映させているのは、公的研究機関で５６％、大学で１
５％。

• 利用による成果を把握する仕組みについて、整備している大学は８％、公的研究機関は４５％。

• 材料等の所在情報や計測データの電子化、データベース化を行う公的研究機関は７８％、大学は２２％。

「知的基盤にかかる体制構築についてのアンケート」（2004年11月実施）より

■■体制構築（利用者の利便性の向上：「中核的センター」）体制構築（利用者の利便性の向上：「中核的センター」）

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進
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利用ルールの明確化

26

17

8

11

5

30

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研究機関

大学

明確にしている 検討中 明確にしていない

電子化・データベース化

31

14

4

13

2

34

3

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研究機関

大学

検討中 行っていない行っている
外部専門機関と連携



■ 理化学研究所バイオリソースセンター（理研BRC）

我が国のライフサイエンスを支える知的基盤事業の中核となることを目指し、平成１３年に設置。
国内外の関連機関と緊密な連携のもと、動植物個体、細胞材料、遺伝子ＤＮＡ材料、および微生物
材料等を収集し高度な品質管理の元で保存すると共に、国内外の研究者にそれらのリソース、所

在・特性に関する情報を提供する事業を行っている。

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進

8理化学研究所バイオリソースセンターより



■ 製品評価技術基盤機構（NITE)生物遺伝資源部門（NBRC)

我が国における微生物を中心とした中核的な生物資源機関として欧米並み（１０万の生物遺伝資
源）に生物遺伝資源を整備することを目指し、平成１７年度までに生物遺伝資源の探索、収集、分離、
同定等により約５万の生物遺伝資源（微生物、DNAクローン、培養ブロス等）を保存する。

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進

9

＜＜NBRCNBRCにおける事業の概要＞における事業の概要＞
--未知の可能性に富んだ重要産業資源である微生物遺伝資源の戦略的確保に向けて－未知の可能性に富んだ重要産業資源である微生物遺伝資源の戦略的確保に向けて－

生物遺伝資源環境の劇的変化

・国としての微生物の管理
が必要

・海外微生物資源へのアク
セスの確保が不可欠

中核機関の
整備が急務

微生物の収集・保存・提供
２００２年～

特許微生物の寄託業務
（含む国際寄託）２００４年～

海外資源（微生物）へのアクセス
２００３年～

（独）製品評価技術基盤機構

ＮＩＴＥ－ＮＢＲＣの設立
（千葉県木更津市）

※国内２５の微生物遺伝資源機関の
中核機関としての位置づけ

我が国中核機関の設立

・企業・大学等への質の高
い研究・事業基盤の提供

(バイオ研究に不可欠な基
盤的材料・情報)

・バイオ関連製品の開発・
評価に不可欠な標準的微
生物の提供

・バイオ関連技術・製品の
特許権の確定・保証

産業界等への知的基盤の提供

海外微生物遺伝資源へのアクセス確保

国際的環境整備

これまでの成果／赤字は昨年10月以降

○微生物遺伝資源の移転、利用に関する
政府間合意書（ＭＯＵ）の締結

・インドネシア政府 （２００２年）

・ベトナム政府、ミャンマー政府 （２００４年）

・中国・タイ政府との交渉が進展
○世界初の政府ベースでの微生物移転

・インドネシア、ベトナム、ミャンマーの微生物
約４，３００株の移転に成功
・企業内での利用のための契約が最終段階

○アジア・コンソーシアムの設立
・微生物遺伝資源の共同管理・利用を目的とした

世界初の多国間協力体制を確立

今 後 の 展 開

○より広範な国々との協力関係の構築
・中国とＭＯＵ締結の合意
・タイとのＭＯＵ締結（2005年2月予定）
・フィリピン及び韓国と相互協力の可能性に
ついて協議中

○アジア・ｺﾝｿｰｼｱﾑ活動の本格化
・各国からの研修生を受入開始（2004/11～)
・各国の招聘により代表者を派遣（2004/11～)
・第二回総会はタイで開催（2005年11月）
・第三回総会は、中国で開催予定

○各国政府との粘り強い交渉と
信頼関係の構築

【各国との交渉】
・インドネシア政府（2000年～2002年）
・ベトナム政府・ミャンマー政府

（2001年～2004年）
【人材育成協力】

・アジア研修生の受入れ
・トレーニングコースの開催（2003年～）

１．生物多様性条約の発効（１９９３年）

２． 生物遺伝資源の産出国への帰属確立

国家間の移動に対する重大な支障

・２０１０年までに１０万
の生物遺伝資源確
保を目標

・設立後３年で ４万を
達成

・産業界等に対し、
年間に約７千の生物
遺伝資源を提供

経済産業省産業技術環境局知的基盤課より



■ 国際的な取組みへの参画

・生物多様性条約

生物多様性の保全、生物資源の持続的な利用、生物資源の利用に基づく利益の公正で公平な分配
を目的とする条約。ラムサール条約、ワシントン条約などの特定の地域･種の保全の取組だけでは生
物多様性の保全は図れないとの認識から、保全のための包括的な枠組みとして提案された。

・ＶＡＭＡＳ（ベルサイユサミットに基づく新材料と標準に関する国際共同研究）

先進材料の標準に関する国際協力プロジェクトであり、先端技術製品の貿易を活性化し、国際標準
化を促進するものである。金属、無機、高分子、生体材料などの広範な材料の試験評価を対象として
いる。現在、１８の技術作業分野が活動しており、そのうち４分野において日本が国際議長を務めてい
る。

・ＧＢＩＦ（地球規模生物多様性情報機構）

生物多様性に関するデータを各国・各機関で分散的に収集し、ネットワークを通じて全世界的に利用
することを目的とする国際協力による科学プロジェクト。現在、動物、植物、微生物、菌類等広範な生
物種の生物標本データ及び生態系データ等の相互運用を進めており、将来的には遺伝子配列情報、
蛋白質データも含めた利用が可能になることが期待される。

・ＧＴＩ（世界分類学イニシアチブ）

生物多様性の保全とその持続的利用のため、その基礎となる分類学情報を整備しようとする世界的
な事業。生物多様性の保全のためには、「どんな生物がどれくらいすんでいるのか」を知ることが必要
であるが、分類学は、このための基礎であり、生物を命名し、同定し、分類することである。

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進
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■■ 国際的な取組みへの参画（国際的な取組みへの参画（つづき）つづき）

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進
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アジア・コンソーシアムの設立(2004年10月）
○ 多国間協力の枠組みとしては世界初

○ 中国、韓国を含むアジアの12カ国の政府機関が参加

○ (独)製品評価技術基盤機構（NITE）が初代の議長、事務局

アジアの微生物を各国が容易かつ有効に
利用可能となり、アジア各国の持続可能な
発展につながるとともに、我が国のバイオ
テクノロジーの飛躍的発展が期待される。

意義・期待

BPPT

NITE

Univ. Philippines
BIOTEC

MARDI

KRIBB-BRC

Pathein Univ.

《活動の目的》

微生物遺伝資源の研究・産業化等のための相互利用促進

及び技術力向上
《具体的活動》

・人材育成、技術指導
・生物遺伝資源機関間の強力なネットワークの構築
・セミナー、ワークショップ等の開催による情報交換
・広報

日本、中国、韓国、モンゴル、タイ、マレーシア、
フィリピン、インドネシア、ラオス、カンボジア、
ベトナム、ミャンマー 合計 １２カ国

参加国

組 織

議長 ：磯野克己（ＮＩＴＥ理事）
副議長 ：タイ（次回開催国）、中国（次々回開催国）
事務局 ：ＮＩＴＥ

タスクフォース
・アジアＢＲＣネットワークタスクフォース

議長：鈴木健一朗（ＮＩＴＥ）
・人材育成タスクフォース

議長：Indrawati Gandjar （インドネシア大学）

経緯・展望

第１回：２００４年１０月 つくば市
第２回：２００５年１１月 タイ、バンコクを予定
第３回：２００６年 中国を予定

アジア・コンソーシアム

Institute of Biology

Ministry of Environment

Research Institute of Science

Vietnam National Univ.

中国科学院
Institute of 
Microbiology

経済産業省産業技術環境局知的基盤課より



• 研究用材料について、微生物の株数は目標に対して３３％から４８％に増加。動物細胞の株数は目標に対し
て既に１１５％を達成。

• 計量標準（物理標準、標準物質）については、目標に対して６０％が整備されている。

• ライフサイエンス分野の計測方法・機器等については、５８％を海外に依存している。

• データベースについて、ゲノム配列データベースは目標に対して１０％から１７％に増加。材料物性データベー
スは目標に対して３３％から６４％に増加。化学物質安全性データベースは目標に対して２４０％を既に達成。

「知的基盤の整備の現状に関するアンケート」（2004年9月実施）、「科学機器年鑑2004」（㈱ｱｰﾙｱﾝﾄﾞﾃﾞｲ）より

生物遺伝資源の整備進捗状況
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計量標準・標準物質の整備進捗状況
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データベースの整備進捗状況
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■２０１０年に世界最高水準を目指した整備２０１０年に世界最高水準を目指した整備

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進
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ライフサイエンス分野の計測機器の製造と輸入割合の推移
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（単位：百万円）国内製造 輸入
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